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ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプター × 
オーディオ＆パソコン接続ガイド

•  接続に際しては、接続機器の取扱説明書も併せてお読みください。

JA

本書の内容について
●本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社
に無断では使用できませんのでご注意ください。

●本書および本機の使用により生じた損失、逸失利益または第三者からのいかなる請求についても当社では一切その責任を
負えませんので、あらかじめご了承ください。

●本書の内容に関しては、将来予告なく変更することがあります。
●本書のイラストは、実際の製品とは異なる場合があります。
●Bluetoothのワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標であり、カシオ計算機（株）はこれらの
マークをライセンスに基づいて使用しています。その他の商標およびトレードネームは、それぞれの所有者に帰属します。

●本書に記載されている社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標および商標です。
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付属のワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターを使い、本機と
Bluetoothオーディオ対応機器をペアリングして、外部機器の
再生音を本機のスピーカーから鳴らすことができます。

• ペアリング操作のときは、本機と外部機器の音量を小さめ
に絞っておいてください。

• 本機で鳴らした外部機器の音が歪んだ音で聴こえる場合
は、外部機器の音量を下げてください。

• Bluetoothの特性により、音が遅れて聞こえます。気になる
場合は、ケーブルで接続してください。

■本機とBluetoothオーディオ機器をペアリン
グするには

1.ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターをcqUSB 
Type A端子に接続します。

2.外部機器のBluetooth設定画面を開き、Bluetooth
機能がオフの場合はオンに切り替えます。

3. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。

4. bkU、blIを使って“WIRELESS”を表示し、
bmENTERにタッチします。

5. bkU、blIを使って“Audio Pairing”を表示し、
bmENTERにタッチします。
本機のBluetoothインジケーターが点滅し、ペアリング
の待機状態になります。
• 本機のワイヤレス機能の設定がオフの場合は、自動的
にオンに切り替わります。

6. Bluetoothオーディオ対応機器の設定画面で
「WU-BT10 AUDIO」を選び、本機とペアリングし
ます。
• ペアリングが完了すると、本機のBluetoothインジ
ケーターが点滅から点灯に切り替わり、ピアノ音の通
知音が鳴ります。

• 外部機器から出力された音が、本機のスピーカーから
鳴ります。

7. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

• 本機のワイヤレス機能とBluetoothオーディオ対応機器の
Bluetooth機能を両方オンにする必要があります。

• 本機のワイヤレス機能の設定を変更するには、3ページ「本
機のワイヤレス機能のオン/オフを切り替える」をご参照く
ださい。

• 最後に接続したBluetoothオーディオ対応機器の情報はワ
イヤレスMIDI ＆ AUDIOアダプターに登録されます。その
後は、Bluetoothオーディオペアリング操作をしなくても、
自動的にBluetoothオーディオペアリングされます。

Bluetoothオーディオ対応機器
の音を鳴らす（Bluetoothオー
ディオペアリング）

ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプター

cqUSB Type A端子
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■Bluetoothオーディオ対応機器とのペアリン
グ登録を消去するには

• 下記操作を実行すると、本機と接続したBluetoothオーディ
オ対応機器とのペアリング登録が消去されます。Bluetooth
オーディオ対応機器との接続がうまくいかない場合は、下
記操作の後で、1ページ「Bluetoothオーディオ対応機器の
音を鳴らす（Bluetoothオーディオペアリング）」を実行して
ください。

• 下記操作の実行後は、本機と接続したBluetoothオーディオ
対応機器側でも、本機とのペアリング登録を削除してくだ
さい。操作については、Bluetoothオーディオ対応機器の取
扱説明書をご覧ください。

1.ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターをcqUSB 
Type A端子に接続します。
• ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターを接続していな
いと、Bluetoothオーディオペアリング登録は消去で
きません。

2. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。

3. bkU、blIを使って“WIRELESS”を表示し、
bmENTERにタッチします。

4. bkU、blIを使って“Pairing Clear”を表示し、
bmENTERにタッチします。
液晶画面に“Sure?”と表示されます。
• 次の操作で削除が実行されます。削除をやめるには、
ここでbk－にタッチします。

5.削除するには、bl＋にタッチします。
Bluetoothインジケーターが消灯し、Bluetooth接続が解
除されます。

■Bluetoothオーディオ入力の音量調節とセン
ターキャンセル

Bluetoothオーディオ対応機器からの入力音声を本機のス
ピーカーで鳴らす際は、出力音に対して音量の調節とセン
ターキャンセルが可能です。

■センターキャンセル（ボーカルカット）について
センターキャンセルをオンにすると、入力された音のボーカ
ルがカット（消去、低減）されます。センター定位の音をキャン
セルする機能なので、ボーカル以外の音もカットされる場合
があります。効果の度合いは、入力する音によって異なりま
す。

■Bluetoothオーディオ入力の音量を調節する
には

1. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。

2. bkU、blIを使って“WIRELESS”を表示し、
bmENTERにタッチします。

3. bkU、blIを使って“Audio Volume”を表示し、
bmENTERにタッチします。

4. bk－、bl＋を使って、設定値を変更します。
• 音量は0～127の間で設定できます。
• bk－とbl＋に同時にタッチすると、初期値に戻りま
す。 

5. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

■Bluetoothオーディオ入力のセンターキャン
セルの設定を切り替えるには

1.「Bluetoothオーディオ入力の音量を調節するに
は」の手順1、2を実行します。

2. bkU、blIを使って“Audio C Cancel”を表示し、
bmENTERにタッチします。 

3. bk－、bl＋を使って、“On”（センターキャンセル
有効）と“Off”（センターキャンセル無効）の間で切
り替えます。

4. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターを使い、本機と
Bluetooth Low Energy MIDI対応機器を接続することができ
ます。

1.ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターをcqUSB 
Type A端子に接続します。

2. Bluetooth Low Energy MIDI対応機器にインス
トールしたアプリの設定画面で「WU-BT10 
MIDI」を選び、本機と接続します。

• Bluetooth Low Energy MIDI対応機器との接続待ちの
間は、本機の操作をしないでください。

• 本機のワイヤレス機能とBluetooth Low Energy MIDI対応
機器のBluetooth機能を両方オンにする必要があります。

• 本機のワイヤレス機能の設定を変更するには、3ページ「本
機のワイヤレス機能のオン/オフを切り替える」をご参照く
ださい。

• Bluetooth Low Energy MIDI対応機器を使用するたびに、
上記の接続操作が必要になります。

• 機器やOSのバージョンによっては、Bluetoothオーディオ
とBluetooth Low Energy MIDIを同時に接続するとMIDI
の動作が不安定になることがあります。このような場合は
Bluetoothオーディオを切断してください。

本機とBluetooth Low Energy 
MIDI対応機器と接続する



3

本機をスマートフォンやタブレットなどのスマートデバイス
と接続すると、次のことができます。
• スマートデバイスから本機を操作（ピアノリモートコント
ローラー）

• スマートデバイスから楽曲データを本機に転送

■スマートデバイス用アプリをダウンロードする
弊社ウェブサイトからスマートデバイス用アプリをダウン
ロードして、お使いのスマートデバイスにインストールして
ください。
https://support.casio.jp/emi/manual/PX-S3100/

1.お使いのスマートデバイスに、アプリをインス
トールします。

2.ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターをcqUSB 
Type A端子に接続します。
• 本機とスマートデバイスを接続した後は、各種操作を
スマートデバイス上のアプリで実施します。各種操作
について詳しくは、アプリの説明書をご覧ください。

• スマートデバイス用アプリで接続待ちの間は、本機の操作
をしないでください。

• Bluetooth接続では、通信環境やスマートデバイスの性能
により、音の歪みが目立つ場合があります。このような場合
は、以下のことをお試しください。
– アプリの説明書で、MIDI再生品質を確認する。
– Wi-Fi接続している場合は、Wi-Fi機能をオフにする。
– ケーブルで接続する。

1.ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプターをcqUSB 
Type A端子に接続します。

2. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。

3. bkU、blIを使って“WIRELESS”を表示し、
bmENTERにタッチします。

4. bkU、blIを使って“Adaptor”を表示し、
bmENTERにタッチします。

5. bk－、bl＋を使って、“On”と“Off”の間で切り替
えます。
• オンのときに本機とペアリング済みの外部機器と接
続されると、Bluetoothインジケーターが点灯します。
オフのときは消灯します。

6. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

■通知音について
Bluetoothの接続状態が変わったときに、通知音が鳴ります。

スマートデバイス用アプリを
Bluetooth無線技術で接続して使う

スマートデバイスなど

ワイヤレスMIDI & AUDIOアダプター

 cqUSBType A端子

本機のワイヤレス機能のオン/オフ
を切り替える

通知内容 通知音
Bluetoothオーディオ
対応機器と接続

メロディが上がっていくピアノの
音が鳴ります。

Bluetoothオーディオ
対応機器と切断

メロディが下がってくるピアノの
音が鳴ります。

Bluetooth Low 
Energy MIDI対応機器
と接続

メロディが上がっていくビブラ
フォンの音が鳴ります。

Bluetooth Low 
Energy MIDI対応機器
と切断

メロディが下がってくるビブラ
フォンの音が鳴ります。

https://support.casio.jp/emi/manual/PX-S3100/
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1. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。

2. bkU、blIを使って“WIRELESS”を表示し、
bmENTERにタッチします。

3. bkU、blIを使って“Notification Vol”を表示し、
bmENTERにタッチします。

4. bk－、bl＋を使って、設定値を変更します。
• 音量は0～127の間で設定できます。
• bk－とbl＋に同時にタッチすると、初期値に戻りま
す。

5. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

1. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。 

2. bkU、blIを使って“WIRELESS”を表示し、
bmENTERにタッチします。 

3. bkU、blIを使って“Connection Stat”を表示
し、bmENTERにタッチします。 
現在の接続状態が、液晶画面の3行目に表示されます。

4. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

接続には市販の接続コードが使用できます。
• 本機に接続する側がステレオミニプラグ（3極）、もう一方は
外部機器の出力端子に接続できるものをご用意ください。

• 接続するときは本機の電源を切ってください。また、電源の
オンオフ操作のときは本機と外部機器の音量設定を小さめ
に絞っておいてください。

• 接続した後は外部機器、本機の順番で電源を入れてください。
• 本機で鳴らした外部機器の音が歪んだ音で聴こえる場合
は、外部機器の音量を下げてください。

■AUDIO IN端子入力の音量調節とセンター
キャンセル

ctAUDIO IN端子で接続した外部機器からの入力音声を本
機のスピーカーで鳴らす際は、出力音に対して音量の調節と
センターキャンセルが可能です。

■AUDIO IN端子入力の音量を調節するには

1. bp^を押さえ続け、液晶画面に“[FUNCTION]”と
表示されたら離します。
FUNCTIONモードに入ります。

2. bkU、blIを使って“AUDIO IN JACK”を表示し、
bmENTERにタッチします。

3. bkU、blIを使って“Audio Volume”を表示し、
bmENTERにタッチします。

4. bk－、bl＋またはcmノブ（K1）を使って、設定値
を変更します。
• 音量は0～127の間で設定できます。
• bk－とbl＋に同時にタッチすると、初期値に戻りま
す。

5. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

通知音の音量を調節する

Bluetoothの接続状態を確認する

表示 接続状態

MIDI:C, Audio:C
Bluetooth Low Energy MIDI対応
機器とBluetoothオーディオ対応機
器どちらも接続

MIDI:C, Audio:－
Bluetooth Low Energy MIDI対応
機器と接続、Bluetoothオーディオ
対応機器と非接続

MIDI:－, Audio:C
Bluetooth Low Energy MIDI対応
機器と非接続、Bluetoothオーディ
オ対応機器と接続

MIDI:－, Audio:－
Bluetooth Low Energy MIDI対応
機器とBluetoothオーディオ対応機
器どちらも非接続

オーディオ機器の音を本機のスピー
カーで鳴らす

ステレオミニプラグ（3極）

ctAUDIO IN端子（ステレオミニジャック）

携帯オーディオプレーヤーなど
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■AUDIO IN端子入力のセンターキャンセルの
設定を切り替えるには

1.「AUDIO IN端子入力の音量を調節するには」の手
順1、2を実行します。

2. bkU、blIを使って“Audio C Cancel”を表示し、
bmENTERにタッチします。

3. bk－、bl＋を使って、“On”（センターキャンセル
有効）と“Off”（センターキャンセル無効）の間で切
り替えます。

4. FUNCTIONモードから抜けるには、液晶画面から
“[FUNCTION]”の表示が消えるまで、bpEXITを押
さえ続けます。

オーディオ機器や楽器用アンプと接続すれば、それらの機器
のスピーカーの能力に応じた、より迫力のある音量や音質で、
演奏を楽しめます。

• 接続するときはすべての外部機器の電源を切ってくださ
い。また、電源のオンオフ操作のときは本機と外部機器の音
量設定を小さめに絞っておいてください。

• 接続した後は本機、外部機器の順番で電源を入れてください。
• 外部機器で鳴らした本機の音が歪んだ音で聴こえる場合
は、本機の音量を下げてください。

接続には市販の接続コードが使用できます。

■オーディオ機器と接続する場合（図）
LINE OUT R（Right）が右チャンネル、LINE OUT L/MONO 
（Left）が左チャンネルの音です。市販の接続コードで図①の
ように、両方とも接続してください。通常はオーディオ機器の
インプットセレクターを、接続した端子（AUX IN等）に切り替
えます。

■楽器用アンプと接続する場合（図）
LINE OUT L/MONOだけに接続すれば、両方のチャンネルの
混ざった音になります。市販の接続コードで図のように接
続してください。

本機の音をアンプやオーディオ機器
に出力する

INPUT 1

INPUT 2

�

�

ギターアンプ
キーボードアンプ等

RIGHT（赤）
LEFT（白）

ピンプラグ

オーディオアンプのAUX IN等

dkLINE OUT端子
（標準ジャック）
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本機とパソコンを接続して演奏情報（MIDIデータ）の送受信が
できます。楽器演奏をパソコンの音楽ソフトで録音したり、パ
ソコンから本機へデータを送って音を鳴らすことができます。

■パソコンの動作環境
MIDIデータを送受信するために必要なパソコン環境は下記の
とおりです。お手持ちのパソコン環境を必ず事前にご確認く
ださい。

●対応OS
Windows 8.1 ※1

Windows 10 ※2

macOS（OS X/Mac OS X）10.7、10.8、10.9、10.10、10.11、 
10.12、10.13、10.14、10.15、11.0

● USB端子

• 上記の対応OS以外のパソコンを接続すると、パソコンが故
障する場合があります。絶対に接続しないでください。

• 対応OSについての最新のサポート情報は、下記のホーム
ページをご覧ください。
https://support.casio.jp/emi/manual/PX-S3100/

■接続方法

• 正しい手順で接続しないとデータの送受信ができなくなる
場合があります。必ず次の手順に従って接続してください。

1.本機の電源を切り、パソコンを起動させておきま
す。
• パソコンの音楽ソフトは起動させないでください。

2.市販のUSBケーブルで、パソコンと本機のcpUSB 
Type B端子を接続します。
• ケーブルは、USB2.0または1.1のA-Bコネクタータイ
プを使用してください。

3.本機の電源を入れます。
• 初めての接続では、データを送受信するために必要な
ドライバーが自動でパソコンにインストールされます。

4.パソコンの音楽ソフト（市販品）を起動させます。
5.パソコンの音楽ソフト（市販品）の設定で、MIDIデ
バイスとして「CASIO USB-MIDI」を選びます。
• MIDIデバイスの選択方法については、お使いの音楽ソ
フトのマニュアルをご覧ください。

• パソコンの音楽ソフトを起動させる前に、必ず本機の電源
を入れておいてください。

• 曲の再生中は、データを送受信することができません。

• １回接続に成功した後は、USBケーブルをつないだままで
パソコンや本機の電源を入れなおすことができます。

• 本機のMIDIデータ送受信の詳しい仕様や、接続についての最
新のサポート情報は、下記のホームページをご覧ください。
https://support.casio.jp/emi/manual/PX-S3100/

• MIDI関連の設定については、「取扱説明書」の「MIDI設定を
変更する」をご参照ください。

パソコンと接続する

※1 Windows 8.1（32bit版、64bit版）
※2 Windows 10（32bit版、64bit版）

https://support.casio.jp/emi/manual/PX-S3100/
https://support.casio.jp/emi/manual/PX-S3100/


〒151-8543 東京都渋谷区本町1-6-2
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PXS3100-JA-3A-1


	目次
	Bluetooth®オーディオ対応機器の音を鳴らす（Bluetoothオー ディオペアリング）
	本機とBluetooth Low Energy MIDI対応機器と接続する
	スマートデバイス用アプリをBluetooth無線技術で接続して使う
	本機のワイヤレス機能のオン/オフを切り替える
	通知音の音量を調節する
	Bluetoothの接続状態を確認する
	オーディオ機器の音を本機のスピーカーで鳴らす
	本機の音をアンプやオーディオ機器に出力する
	パソコンと接続する


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CircleFrameMT
    /CircleFrameNegMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Condensed
    /Helvetica-Condensed-Bold
    /Helvetica-Condensed-BoldObl
    /Helvetica-Condensed-Oblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-Narrow-Bold
    /Helvetica-Narrow-BoldOblique
    /Helvetica-Narrow-Oblique
    /Helvetica-Oblique
    /OCRB
    /Optima
    /Optima-Bold
    /Optima-BoldItalic
    /Optima-Italic
    /Palatino-Bold
    /Palatino-BoldItalic
    /Palatino-Italic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Palatino-Roman
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZapfDingbats
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 2400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (CGATS TR 001)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /JPN <FEFF4f5c6210ff1a0032003000300039002f0037002f00320039000d66f465b0ff1a0032003000300039002f0037002f00320039>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [515.906 348.661]
>> setpagedevice




